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研究成果の概要（和文）：研究目的は、地域在住の健康な高齢者の足トラブルの実態を明らかにし、フットケア
を取り入れることによって、転倒予防・筋力アップの効果をあげ、高齢者の日常生活動作改善や生活の質の維
持・向上を目指すことを目的としたフットケアプログラムを開発することである。研究成果として、地域の健康
な高齢者は、フットケアのみならず、フットケア、オーラルケア、運動、食事を組み合わせた継続的な取り組み
ができる内容を早期から継続的に提供できるプログラムが必要であることが示唆された。

研究成果の概要（英文）：The purpose of the research is to clarify the actual state of foot troubles 
in healthy elderly people living in the community, and by incorporating foot care, it is effective 
in preventing falls and increasing muscle strength, improving the daily activities of the elderly, 
and maintaining the quality of life.To develop a foot care program aimed at improving As a research 
result, it is necessary to have a program that can provide not only foot care but also foot care, 
oral care, exercise, and diet so that healthy elderly people in the community can continue to work 
on it from an early stage. It was suggested that there is As a self-assessment, the research was 
delayed because there was no prospect of the spread and convergence of the coronavirus infection, 
but the results of the fact-finding survey of foot troubles, etc. were reported in papers and 
academic conferences.

研究分野： 地域看護学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
高齢者の介護が必要となった要因に骨折・転倒があり、足トラブルで転倒を引き起こすリスクが高く、病院や施
設に入所している高齢者は重症な足トラブルを抱えているという報告は散見されるが、いつ頃から足トラブルが
発症・悪化するのかということが明らかになっていなかった。今回の研究で地域で生活している健康な高齢者の
足トラブルやフットケアの実態が明らかになり、足トラブルの予防に着目した看護ケアの方向性が示唆された。
社会的意義としては、足トラブルが軽度あるいは無い時期から介入、継続的に実践できるプログラムを提供する
ことによりフレイル予防につながり、高齢者が住み慣れた地域で健康で暮らしていくことができることである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
高齢者の足指・爪には、巻き爪や伸びすぎ、肥厚、変形、白癬、外反母趾など足のトラブルが

少なくなく、自分自身で爪切りなどができないことから足の状態が悪くなり、転倒につながった
り、歩行が困難になったりして日常生活動作や生活の質の低下につながっている。 
地域で生活している健康な高齢者においても足トラブルで転倒につながる危険性があり、足

の手入れの必要性は自覚しているものの、足トラブルの予防的なセルフケア行動を実施・継続す
ることが難しい。そこで、地域で定期的、継続的に実施されている筋力アップ教室等にフットケ
アプログラムを取り入れることによって、足トラブルを改善することや高齢者自身がフットケ
アの必要性を認識し、足トラブルの予防的セルフケア行動が継続できるのではないかと考えた。 
 
２．研究の目的 
研究目的は、地域在住の健康な高齢者の足トラブルの実態を明らかにし、フットケアを取り入

れることによって、転倒予防・筋力アップの効果をあげ、高齢者の日常生活動作改善や生活の質
の維持・向上を目指すことを目的としたフットケアプログラムを開発することである。 
（１）地域で生活している高齢者の足トラブルの実態やフットケアに関する意識の把握および
フットケア実施後の足変化の観察によりフットケアの効果を明らかにする。 
（２）高齢者の日常生活動作改善や生活の質の維持・向上を目指すことのできるフットケアプロ
グラムの内容を明らかにする。 
 
３．研究の方法 
（１）研究対象者：A 市・B 市で実施されている介護予防のための筋力アップ教室等に通う 65
歳以上の男女 
（２）調査方法： 
①足トラブルの有無、フットケアに関する実践、セルフケア行動等の項目について無記名自記

式質問紙調査を実施した。 
 ②同意が得られた研究対象者にフットケアを実施し、足トラブルの実態の把握、フットケア実
施後の足の変化の観察を行った。 
（３）持続可能な総合的プログラム開発の基礎データとするために、オーラルフレイルに関連す
る嚥下咀嚼機能について、実態調査を行った。 
 
４．研究成果 
（１）無記名自記式質問紙調査で 133 人の回答が得られたが、要介護 1 以上の介護認定を受け
ている者を除いた 129 人（男 22 人、女 106 人、無回答 1 人）の結果を分析対象とした。その結
果 7 割弱の人が足で気になることがあり、気になる内容で多かったのは、「足が冷たい」「外反母
趾」であった。自分で実施しているケア内容は、「保湿クリームを塗る」「冷え防止の靴下をはく」
「マッサージ」が多く、何もケアしていない人が 15% いた。爪切りは 9 割の人が自分ででき
ていた。地域で生活している健康な高齢者は、自分の足で気になることのある人が多かったが、
自分で爪切りやセルフケア行動ができていた。一方、足を全く見ない人や何もケアをしていない
人、爪切りができなくて放置している人もおり、将来的に足トラブルが発症・悪化していくこと
が懸念された。地域で生活している健康な高齢者には、足のケアが健康管理の一つであると認識
してもらうことができるように、地域の集まりやすい場でのフットケアやオーラルフレイル予
防、食生活改善の取り組みも合わせた総合的なプログラム開発が必要であることが示唆された。 
 
（２）筋力アップ教室等に通う地域在住の高齢者で本研究の協力に同意した者、60 歳代 2 人、
70 歳代 10 人、80 歳代 2 人の 14 人（男 4 人、女 10 人）に、足トラブル、足のセルフケアにつ
いての質問紙調査、体組成測定、握力、足指筋力、足指力、フットプリント、足の形態撮影、足
の温度測定、フットケア（爪切り、マッサージ、足裏の角質取り）を実施した。その結果、足ト
ラブルでは、足が冷えるが一番多く、外反母趾、巻き爪、白癬、爪が分厚いという訴えがあった。
セルフケアでは、保湿クリームを塗る、マッサージ、冷え防止の靴下を履くということを実践し
ていた。爪切りは、全員が爪切りを使って自分自身で実施できていた。足の状態を観察した結果、
深爪、足裏の乾燥、白癬治療の中断をしている人がいた。フットケアに関しての正しい知識を得
ている人はおらず、自分なりのケアをしている人が多かった。 
 
（３）60 歳~70 歳代の地域で生活している健康な高齢者は、足トラブルの悩みは多少あるもの
のセルフケアのできる状態であった。しかし、80 歳代以降に自分で対処できないような足トラ
ブルが増加していることから、白癬治療を中断したり、間違った爪切りをしたり、将来的にセル
フケア不可能な状態になるのではないかと懸念される。このことから、セルフケア可能な時期・
状態からのフットケアの正しい知識の普及、定期的な足の観察や足トラブルの早期介入を取り
入れたフットケアプロググラムの開発の必要性が示唆された。足の状態の実態調査と爪切りや



マッサージ、角質除去といったフットケア介入を行った 14 名のデータを分析した結果、セルフ
ケア可能な時期・状態から、フットケアの正しい知識の普及が重要であり、定期的な足の観察や
足トラブルの早期介入を取り入れたフットケアのみならず、運動や栄養を視野に入れた総合的
なプログラムの開発の必要性が示唆された。 
 
（４）健康な高齢者対象のフットケアプログラムは、フットケアのみならず、フットケア、運動、
栄養、オーラルフレイル（口腔機能の低下）予防を取り入れた早期からの総合的なアプローチの
必要性が示唆されたため、栄養にも関連が深いオーラルフレイルについて、地域で生活している
健康な高齢者の嚥下咀嚼機能の実態調査を行った。嚥下機能測定、咀嚼力測定、オーラルディア
ドコキネシス、舌圧測定検査を実施し、60 歳代男性、80 歳代女性の 2 人のデータが得られた。
データ結果からは、嚥下咀嚼機能の低下は認められなかったが、加齢と共に低下していくリスク
が考えられた。病院や施設に入院・入所している高齢者は嚥下咀嚼機能が著しく悪い人が多いこ
とから、地域で生活している健康な状態から意識して予防していくことが必要であることが考
えられた。オーラルフレイルの予防もフットケアと同様、健康な時期から早期に関わる必要があ
ることが示唆された。 
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